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21－１ 年度別・診療科別取扱延人数
（人）
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21－２　取扱延人数の年度別推移
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　臨床心理部では、公認心理師5名が在籍し、各診療科からの依頼に基づき、心理検査、心理相談、認知行動療法を実施す
ることで、患者さんの個々のニーズに応じた心理的支援を提供している。今年度は年度途中にスタッフ体制の変動があり、
通常時と比較して業務調整を要する状況が続いた。
　今年度の取扱延人数は2,426人となり、前年度の2,187人から増加した。精神科神経科からの依頼は1,744人と全体の約7割
を占めているが、これは認知行動療法の実施件数が多いことが大きく反映されたものである。一方で、認知行動療法を除い
た心理検査や心理相談では、精神科神経科に加え、内科系診療科からの依頼も同程度に多く、心理的支援のニーズは幅広い
診療領域に及んでいる。認知行動療法についても1,474件と前年度を上回っており、専門的な心理的支援に対する需要は引
き続き高い状況にある。
　また、精神科神経科以外の診療科からも、入院・外来を問わず心理検査や心理的支援の依頼があり、身体疾患を抱える患
者さんへの心理面の評価や支援も継続して求められている。さらに、肥満症センターにおける胃スリーブ術対象患者さんへ
の心理検査、認知症疾患医療センターにおける心理検査、慢性疼痛集学的医療チームでの支援に加え、リエゾンチームや緩
和ケアチームにおける多職種連携にも関わるなど、多方面にわたる対応を行っている。
一方で、外来の心理相談については、新規受付の調整が必要な状況が続いている。認知行動療法についても依頼件数が多
く、待機患者さんが発生している状況であり、心理的支援へのニーズに対して、限られた実働体制の中でどのように対応し
ていくかが継続的な課題となっている。
　今後も、業務体制の整備と業務の効率化を進めるとともに、スタッフの技能向上を図り、各診療科からの依頼や患者さん
のニーズに十分対応できる体制の構築に努めていく。
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※2018年度より2日間検査を実施した場合は2件で表記
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